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わらび市議会だより

わらび市議会だより No.200 2

▲昭和35年当時の本会議

わらび市議会だよりは、昭和43年

４月の創刊号発行以来、平成29年

12月の本号で200号となりました。

蕨市の歩みとともに、数々の出来事

に真摯に向き合い、議論を展開して

きた蕨市議会は、市民の皆さんの安

全・安心で心豊かな未来輝くまちを

追い求めてきました。そこで、今号

は200号の節目に、あらためて市議

会の足跡をたどります。

▲親子議会の風景（平成13年） ▲北小学校3年生の議場見学（昭和54年） ▲蕨市庁舎竣工落成（昭和39年）

わらび市議会だより

第200号

発刊に寄せて

蕨市議会議長

池　上　智　康

蕨
市
議
会
の
歩
み

４
月

・
蕨
市
が
誕
生

埼
玉
県
で
23
番
目
、
全
国
で
は
547
番
目
の
市

当
時
の
人
口
４
万
４
４
９
６
人

７
月

・
市
制
施
行
後
、
初
の
市
議
会
議
員
選
挙

（
議
員
定
数
30
人
）

５
月

・
市
役
所
庁
舎
竣
工
落
成

４
月

・
わ
ら
び
議
会
だ
よ
り
を
創
刊

９
月

・
わ
ら
び
議
会
だ
よ
り
第
50
号
を
発
行

９
月

・
「
蕨
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
議
決

７
月

・
議
員
定
数
を
30
人
か
ら
28
人
に
削
減

12
月

・
わ
ら
び
議
会
だ
よ
り
第
100
号
を
発
行

６
月

・
わ
ら
び
市
議
会
だ
よ
り
を
Ｂ
５
判
か
ら
Ａ
４
判

に
変
更

７
月

・
議
員
定
数
を
28
人
か
ら
26
人
に
削
減

７
月

・
議
員
定
数
を
26
人
か
ら
24
人
に
削
減

３
月

・
本
会
議
の
一
部
を
蕨
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
放

映
開
始

９
月

・
総
務
・
厚
生
・
建
設
・
文
教
経
済
の
４
常
任
委

員
会
を
総
務
・
環
境
福
祉
経
済
・
教
育
ま
ち
づ

く
り
の
３
常
任
委
員
会
に
改
編
　
　
　
　
　
　
　

７
月

・
親
子
議
会
を
開
催

６
月

・
「
蕨
市
が
川
口
市
及
び
鳩
ケ
谷
市
と
合
併
す
る

こ
と
の
是
非
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
」を
議
決

８
月

・
「
蕨
市
が
川
口
市
及
び
鳩
ケ
谷
市
と
合
併
す
る

こ
と
の
是
非
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
」
を
議
決

１９５９年
（昭和３４年）

１９６４年
（昭和３９年）

１９６８年
（昭和４３年）

１９８０年
（昭和５５年）

１９８５年
（昭和６０年）

１９９１年
（平成３年）

１９９２年
（平成４年）

１９９５年
（平成７年）

１９９９年
（平成１１年）

２０００年
（平成１２年）

２００１年
（平成１３年）

２００４年
（平成１６年）

蕨
市
議
会
の
歩
み

蕨市議会副議長

前　川　やすえ
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わらび市議会だより

わらび市議会だより No.2003

▲現在の市議会 ▲女性議会の開催（平成21年）

「
わ
ら
び
市
議
会
だ
よ
り
」の
変
遷

わ
ら
び
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
の

架
け
橋
と
し
て
、
審
議
の
経
過
や
結
果
を
い
か
に
わ
か
り

や
す
く
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
か
を
考
え
発
行
し
て
き
ま

し
た
。
２
０
０
号
に
至
る
ま
で
に
は
、
表
紙
の
在
り
方
や

文
字
の
大
き
さ
、
紙
面
の
サ
イ
ズ
な
ど
、
大
き
く
分
け
て

5
つ
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

創刊号 昭和43年4月発
行。B5判8ページで構成
され、当初予算や一般質問
の内容を掲載しています。

第110号 平成7年6月発
行。B5判からA4判に変
更し、地域福祉をテーマに
した記事を掲載しています。

第100号 平成4年12月
発行。100号記念に表紙
をカラーにして中仙道宿場
祭りを鮮明に写しています。

第161号 平成20年3月
発行。白黒から2色刷に変
更し、一般質問者の氏名と
写真の掲載を始めました。

第177号 平成24年3月
発行。表紙を一枚写真にす
るなどのレイアウトを変更
し、現在に至っています。

若者が活躍するまちへ
合宿通学のお手伝いや
学校土曜塾で学習アドバ
イザーをしています。若
者が地域に貢献しながら
活躍できるように議会で
たくさん議論していただ
き、事業がもっと増える
とうれしいですね。 南町1丁目　20歳

子育てしやすいまちに
4歳と2歳の子どもが

います。公民館などの子
ども向け教室をよく利用
していて、子育てしやす
いまちだと実感します。
子育て環境の更なる充実
に尽力される議員さんに
期待しています。 中央7丁目　36歳

開かれた議会に期待
議会のインターネット
中継や議会報告会を行い、
議会の広報に力を入れて
いることを知りました。
開かれた議会を目指して、
これからも市民にわかり
やすい議会活動の周知に
努めてほしいです。 塚越6丁目　55歳

みんなにやさしいまちを
議会が市政をチェック
することで、市の予算が
適切に使われていると思
います。議員さんには身
近な課題に取り組んでい
ただき、子どもから高齢
者までみんなにやさしい
まちづくりを望みます。 北町5丁目　66歳

頑張る議員さんを応援
議会だよりを読むと議
員さんが市民の生活をよ
りよくしようと真面目に
取り組んでいるのがわか
ります。市民の声を市政
に反映するために、これ
からも意欲的に活動して
いただきたいですね。 錦町6丁目　77歳

７
月

親
子
議
会
を
開
催

６
月

・
「
蕨
市
が
川
口
市
及
び
鳩
ケ
谷
市
と
合
併
す
る

こ
と
の
是
非
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
」を
議
決

８
月

・
「
蕨
市
が
川
口
市
及
び
鳩
ケ
谷
市
と
合
併
す
る

こ
と
の
是
非
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
」
を
議
決

６
月

・
わ
ら
び
市
議
会
だ
よ
り
第
150
号
を
発
行

７
月

・
議
員
定
数
を
24
人
か
ら
18
人
に
削
減

９
月

・
市
議
会
議
場
に
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、
質

問
席
の
設
置

３
月

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
を
新
た
に
設
置

・
わ
ら
び
市
議
会
だ
よ
り
を
２
色
刷
に
変
更
し
、

一
般
質
問
者
の
氏
名
と
写
真
の
掲
載
を
開
始

９
月

・
決
算
常
任
委
員
会
を
新
た
に
設
置

11
月

・
女
性
議
会
を
開
催

３
月

・
「
蕨
市
議
会
50
年
の
歩
み
」
を
発
行

12
月

・
市
民
が
主
役
の
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
蕨
市
市
民
参
画
と
協
働
を
推

進
す
る
条
例
」
を
修
正
可
決

６
月

・
一
般
質
問
に
お
け
る
議
員
の
発
言
時
間
を
30
分

か
ら
35
分
に
拡
大

７
月

・
市
議
会
の
最
高
規
範
と
な
る
「
蕨
市
議
会
基
本

条
例
」
を
議
決

９
月

・
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
・
録
画
放
映

を
開
始

・
請
願
・
陳
情
者
に
よ
る
意
見
陳
述
制
度
の
運
用

開
始

５
月

・
第
１
回
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催

12
月

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
を
広
報
広
聴
委
員
会

に
改
編

５
月

・
第
２
回
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催

２００５年
（平成１７年）

２００７年
（平成１９年）

２００８年
（平成２０年）

２００９年
（平成２１年）

２０１０年
（平成２２年）

２０１２年
（平成２４年）

２０１４年
（平成２６年）

２０１５年
（平成２７年）

２０１６年
（平成２８年）

２０１７年
（平成２９年）
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わらび市議会だより

わらび市議会だより No.200 4

◆
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
広
場
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

現
在
、
人
工
芝
化
の
改
修
を
進

め
て
い
る
錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に

お
い
て
、
平
成
30
年
2
月
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、

広
場
の
利
用
を
許
可
制
に
し
ま
す
。

ま
た
、
広
場
や
夜
間
照
明
の
使

用
料
を
徴
収
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
3
千
622

万
7
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
237

億
2
千
622
万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
臨
時
福

祉
給
付
金
給
付
事
業
に
お
け
る
国

へ
の
返
還
金
を
計
上
し
た
ほ
か
、

狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業
の
工
事

請
負
費
等
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
費
に
お
い
て
は
、

埼
玉
県
の
委
託
事
業
と
し
て
、
道

徳
教
育
の
教
科
化
実
施
に
向
け
た

研
究
を
行
う
「
道
徳
教
育
の
抜
本

的
改
善
・
充
実
に
係
る
支
援
事
業
」

に
関
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
モ
デ
ル
校
と
な
る
西
小
学
校

で
は
、
校
内
授
業
研
究
会
や
外
部

講
師
の
講
演
会
、
市
内
小
・
中
学

校
に
向
け
た
研
究
発
表
会
等
を
行

い
ま
す
。

本
会
議
最
終
日
に
、
議
員
提
出

議
案
と
し
て
、
同
決
議
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

概
要

蕨
市
議
会
は
、
北
朝
鮮
に

よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
・
発

射
並
び
に
核
実
験
・
核
開
発
の
即

時
中
止
を
求
め
、
断
固
抗
議
す
る

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
政
府
に
お
い
て
は
、

我
が
国
の
平
和
と
安
全
の
確
保
、

国
民
の
安
全
に
万
全
を
期
し
、
国

際
社
会
と
連
携
・
協
力
の
も
と
、

北
朝
鮮
に
対
し
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
開
発
・
発
射
並
び
に
核
開
発
・

核
実
験
の
即
時
中
止
及
び
放
棄
、

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る

べ
く
、
毅
然
と
し
た
措
置
を
講
ず

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

平
成
28
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
決
算
常
任
委
員
会
で
3
日

間
の
審
査
を
行
っ
た
後
に
、
本

会
議
で
一
般
・
特
別
・
企
業
会

計
決
算
9
件
を
全
て
認
定
し
ま

し
た
。

決
算
常
任
委
員
会
で
審
査
し

た
内
容
の
う
ち
、
最
も
審
査
時

間
を
要
し
た
一
般
会
計（
歳
出
）

の
審
査
項
目
の
一
部
を
下
記
の

と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

例
年
同
様
に
総
務
費
・
民
生

費
・
衛
生
費
・
土
木
費
・
消
防

費
・
教
育
費
を
中
心
に
、
市
の

お
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
詳

細
に
わ
た
り
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

〈主な審査内容〉
上戸田川整備事業の内容と事業展望、三世代ふ
れあい家族住宅取得支援事業の費用対効果、跨
線橋の点検費用と改修方針、等々

土
木
費

工事工事中工事中

〈主な審査内容〉
救急・火災出動の平均到着時間と出動訓練の内
容、集中豪雨による水害の発生状況、大規模災
害時に必要な消防車両の台数とその充足、等々

消
防
費

〈主な審査内容〉
各種相談事業の内容と改善に向けた取り組み、
コミュニティバス運行事業の経費と費用対効果、
子育てしたいまち情報誌の活用状況、等々

総
務
費

〈主な審査内容〉
市単独事業の見直し、生活困窮者学習支援事業
の効果、生活保護のケースワーカーの担当世帯
数と費用の抑制に向けた市の見解、等々

民
生
費

〈主な審査内容〉
学校トイレの洋式化率と臭気対策、信濃わらび
山荘の費用対効果を考えた存続に対する見解、
図書館の耐震診断の結果と改修方法、等々

教
育
費

平
成
28
年
度
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
決
算
を
全
て
認
定

9 月 定 例 会 の 概 要

9 月 1 日　開　会
市長より市政についての報告が

なされました。

9 月 7 日　質　疑
提出議案に対する質疑を3名の議

員が行いました。

9 月 8 、11～15日　常任委員会
決算・総務・環境福祉経済・教

育まちづくり常任委員会を開催し、
議案や決算の審査を行いました。

9 月25～27日　一般質問
15名の議員が市政の重要課題を

取り上げ執行部の見解を問いました。
（6～13ページ参照）

9 月29日　閉　会
14件の市長提出議案・決算認定

を全て原案可決・認定し、1件の議
員提出議案を原案可決しました。

概
要
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わらび市議会だより

わらび市議会だより No.2005

議案番号 議案名 新生会 共産党 公明党 民進党 無所属 結果

議案第58号 蕨市スポーツ広場設置及び管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第59号 平成29年度蕨市一般会計補正予算（第1 号） ○ ○ ○ ○ × 原案可決

議案第60号 平成29年度蕨市介護保険特別会計補正予算（第1 号） ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第61号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ 推薦

議案第62号 平成28年度蕨市水道事業会計剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認定第1 号 平成28年度蕨市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ 退席 ○ 原案可決

平成28年度蕨市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に認定第2 号 ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定ついて
平成28年度蕨市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定認定第3 号 ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定について
平成28年度蕨都市計画事業錦町土地区画整理事業特別会計認定第4 号 ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定歳入歳出決算認定について

認定第5 号 平成28年度蕨市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

平成28年度蕨市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定認定第6 号 ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定について
平成28年度蕨市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定第7 号 ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定認定について

認定第8 号 平成28年度蕨市立病院事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第9 号 平成28年度蕨市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

議員提出 北朝鮮による弾道ミサイル発射及び核実験に対し抗議する ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決議案第4 号 決議

平成29年9月定例会における議案等に対する賛否結果

※議案第58・59号及び認定第 1 ・ 5 号については質疑が、議案第59号については討論が行われました。質疑・討論の詳細
内容は蕨市ホームページの「蕨市議会」からご覧になることができます。

去
る
8
月
28
日
、
跡
見
学
園
女

子
大
学
教
授
の
鍵
屋
一
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
、
議
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
大
規
模
災
害
時
に

お
い
て
、
議
会
は
通
常
の
議
会
活

動
を
休
止
し
て
市
の
災
害
対
策
本

部
を
支
援
す
る
こ
と
、
議
員
は
各

地
域
に
お
い
て
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

一
員
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
、
各

議
員
が
得
た
情
報
等
は
窓
口
を
議

長
に
一
元
化
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
た
め
の
体
制
整
備
が
必
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
市
議
会
の

災
害
対
応
に
つ
い
て
全
議
員
が
認

識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
派
遣
報
告

第
79
回
　
全
国
都
市
問
題
会
議

人
が
つ
な
ぐ
都
市
の
魅
力
と
地
域
の
創
生
戦
略

〜
新
し
い
風
を
つ
か
む
ま
ち
づ
く
り
〜

11
月
9
〜
10
日
の
2
日
間
に

わ
た
り
、
全
国
各
地
よ
り
市
長
・

市
議
会
議
員
・
市
職
員
等
が
参
加

し
、
都
市
の
抱
え
る
問
題
や
今
後

の
地
方
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
す
る
「
第
79
回
全
国
都
市
問

題
会
議
」
が
那
覇
市
で
開
催
さ
れ
、

本
市
議
会
か
ら
は
3
名
の
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
教
授
の
山
本
博
文
氏
か
ら
、

「
多
様
性
の
あ
る
江
戸
時
代
の
都

市
」
と
題
し
、
江
戸
時
代
に
お
い

て
は
大
都
市
の
発
展
と
と
も
に
、

参
勤
交
代
に
よ
る
宿
場
の
繁
栄
な

ど
、
大
都
市
の
一
人
勝
ち
に
な
ら

な
い
構
造
が
あ
り
、
現
在
の
日
本

の
町
の
原
型
が
作
ら
れ
た
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
那
覇
市
長
の
城
間
幹
子

氏
か
ら
、
観
光
産
業
の
発
展
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
に
よ
る
子
ど
も

の
貧
困
対
策
や
健
康
長
寿
の
延
伸

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
市
政

の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
他
に
3
人

の
市
長
や
大
学
教
授
か
ら
一
般
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
早
稲
田
大
学
理
工

学
術
院
教
授
の
後
藤
春
彦
氏
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
今
回
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

5
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
的
視
点
か
ら
、
持
論
を
展

開
し
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。
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